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“breathy voice”，℃reaky voice，，の音声学的特徴

－韓国語ソウル方言における平音・激音・濃音への適用の妥当性について－

主口士号韓

The phonetic features of breathy voice and creaky voice: 

Consideration of application to lax, aspirated今andtense consonants in Seoul Korean 

HANHeesun 

Abstract This study examines the validity of classiかinglax, aspirated, and tense consonants as creaky voice or 

breathy voice. The difference in dB between the first and the second harmonic (H 1-H2) has放同ctedattention as a 

subs国1tialm田surefor distinguishing betw悶 1breathy voice and creaky voi1田. In previous studies, the m回surement凶s

only been employed for the vowel onset and mid point. Han (2013) showed that not only the vowel onset but the entire 

vowel serves as an important cue in the perceptual judgment of lax, aspirat叫 andtense consonants. Therefore, this 

蜘 dym師団吋Hl・H2(in dB) at intervals oflO ms for the entire vowels in Seoul Korean following l民 aspiratedラand

tense consonants (/taん／tha/，グal,/tsa/, /tsha/, ／ぜal,Isa/, Is’al). 

The results of acoustic analysis found that it is possible to classiかthetense consonants as cr伺kyvoice 

and the lax and aspirated consonants as breathy voice, as H2 is 位ongerthan Hl in the vowel onset portion for the 

tense consonants. However, from that point on, H2 is stronger than Hl regardless of the consonant type, where there 

is no difference between consonants. Thus, it cannot distinguish between the crealcy voice and breathy voice. 

Furthermore, besides the phonetic features of H l-H2, there is ambiguity in the definition of creaky voice, and some 

phonetic features of the tense consonant do not match with creaky voice. Thus，抗isnot appropriate to conduct the 

phonetic interpretation of the lax, aspirated, and tense consonants in Korean using the concept of breathy voice and 

cr，伺kyvoice.

Key words: Korean, lax, aspi附 edラtense,b閃athyvoice，αealcyvoice 

l 研究の背景と目的

Ladefoged (1971）は，声帯の狭窄の度合い（glottalstricture）に基づいて，声帯の振動の有無と緊張の度

合いをも加えた発声（phonation）の違いに注目し，子音の弁別は有声と無声，有気と無気に限定されな

い他の弁別の仕方も存在することを指摘した。このような発声の違いに着目した研究は，それ以前にも

あるが， Ladefogedは長年にわたり，発声に関する多くの論文を発表しており（Ladefoged1964, 1971, 1973, 

1983, 2003, Gordon and Ladefoged 2001等），注目する価値があると考えられる。
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初期の研究である Ladefoged( 1971 ）では，発声を 9つのタイプI）に分けているが，後に（Gordonand 

Ladefoged 2001) 5つに縮小し図 lのように提案している。

Most open most closed 

Phonation type Voiceless Br℃athy Modal Creaky Glottal closure 

Figu問 1.Continuum ofphonation types (a抗erLadefoged 1971 ). 

図1発声のタイプ（Gordonand Ladefoged 2001 : p. 384) 

この5段階にうち，＂ breathyvoice", "creaky voice" 2lの定義については， Ladefoged(1971 :p.8）によると，

murmurの用語説明の中に“breathyvoice，，と言及しており， murmurと“breathyvoice，，を同ーのものとし

て扱っている（murmur：“Breathyvoice"-arytenoids 印刷，ligamentalvocal cords vibrating) 3＞。 IPAの表記は

息漏れ声（［．．］）の使用を提案している。 "creaky voice”については， laryngealizationの用語の説明の中で

言及しており， laryngealizationと“creakyvoiぱ’を同ーのものとして扱っている(laryngealization：“Creaky

voiぱ’－arytenoids tightly togeth民 buta small length of the ligamental vocal cords vibrating円。 IPAの表記はきし

み声（［＿］）の使用を提案している。

Ladefogedは，韓国語ソウル方言の音声学的研究においても，発声という視点から語頭の平音，激音，

濃音の分類を試みている（Ladefoged1971, Ladefoged 1983, Cho et al. 2002等）。 Ladefoged( 1971 ）では，平

音を“laxvoice”として，激音と濃音を“tensevoice刊として分類し， Ladefoged( 1983）では，濃音を“creaky

voi白”として扱っている。その後，第3著者として参加したChoet al. (2002）では，濃音については従来と

同様に“αeakyvoice刊として，平音と激音を新たに“br・eathyvoice刊として分類している。この研究では，

音響分析の結果を提示し発声の違いを裏付けている。

本研究では，＂br句巴athyvoiceヘ＂creakyvoice”の概念を検討し，これらの抽象的な用語が具体的にどのよう

な音響的特徴を持つものを指すかについて検討した上で，発声という視点を平音・激音・濃音に導入す

ることにどのような意義があるかについての考察を行なう。

2. 先行研究

2. 1 “breathy voice’＼“creaky voice”の音声学的定義と平音・激音・濃音の音声学的特徴との比較

本稿では， Ladefoged(1983, 2003), Gorden and Ladefoged (2001 ), Johnson (2003）の4つの論文を取り上げ，

彼らの言う“modalvoiceヘ＂breathyvoiceヘ“creakyvoice”とは何か，音声的にどのような特徴があるかにつ

いて検討し，それらの発声のタイプの音声的特徴が韓国語ソウル方言の語頭の平音・激音・濃音の持つ

音声学的特徴とどのような異同があるかについて検討する。

1) voiceless, breathy voice, munm正laxvoice, voice，もensevoi民 creakyvoice, creak, glo出Istopの9つの段階を提案した。 voiceless
が声帯が一番聞いた状態を， glo回lstopが声帯が一番閉まった状態を表すとし寸。
2) creakyどし、う用語はCatford( 1964）が初めて用いたとされる。 Stevens(1999）ではじreakyvoiceをp陀ssedvoiceとし、う用語で
表している。

3) Ladefoged (2003）でも， breathyvoiceはある種のmurmurvo悶であると述べている。
4) Ladefoged (2003）でも， creakyvoiceをlaryngealizationと｜司ーの，E味であると述べている。 creakyvoiceは．声門閉鎖音［（］とし
て現れることがあるという。
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modal voice, breathy voice, creaky voiceについて， Ladefoged(2003）は他より多くの項目を扱っている。

以下では，基本的に Ladefoged(2003）の内容を中心に述べてし、く。 Ladefoged(1983, 2003), Gorden and 

Ladefoged (2001）は，メキ、ンコ方言(JalapaMazatec), Newar, Montana Salishから得られた資料をもとに，

Johnson (2003）では基本的に合成音声のデータを用いて説明を行なった。

2. 1. 1生理学的検討

(1）後続母音の生成の開始時における声門の閉じる速度

Ladefoged (2003), Johnson (2003）は，後続母音の生成の開始時における声門の閉じる速度は， modalvoice 

に比べ， breathyvoiceではより遅く， creakyvoiceではより早いと報告している。一方，韓国語について

は，平音では徐々に声門が閉じるが，濃音と激音では急に声門が閉じられる（Kagaya1971, 1974）。この

ように，平音は“breathyvoice”に近い性格を，濃音は“creakyvoice”に近い性格を持ち， Choet al. (2002) 

の見解と一致するが，激音に関しては“creakyvoice，，に近い性格を示し，“breathyvoiぱ’として扱ったCho

et al. (2002）の見解とは異なる。

(2）後続母音の生成時における声帯の開聞の時間比と声門の大きさ

“modal voice”で、は，声門が聞く時間と閉じる時間との時間比はほぼ同等である。“breathyvoice”で、は，

"modal voice”より声帯が空いている時聞が長く，ほぼ聞いている。声門の幅は“modalvoice刊より大きく

聞いているため，気流を多く通しながら母音を生成する（Ladefoged2003, Johnson 2003）。スペクトログ

ラムには声門摩擦音成分が現れるとしづ（Johnson2003）。韓国語ではち平音と激音は声門が少し聞いた状

態で声帯の振動が行なわれ，音響的には子音から母音への渡り部において摩擦音成分が現れるという報

告があり（Kagaya197 4等），平音と激音は“br・eathyvoice刊に近い性格を表す。一方，＂ creakyvoi白”は，

"modal voice刊より声帯が空いている時聞が短く，ほぼ閉じられていた状態で声帯振動が行なわれる

(Ladefoged 2003, Johnson 2003）。これは，気流を多く通すことを防ぐためである（Ladefoged2003）。声

門の幅に関しては，濃音は“αeakyvoice刊に近い性格を持つO

このように，平音と激音は“breathyvoice刊に近い性格を，濃音は“cr，伺kyvoice”に近い性格を持ち， Cho

et al. (2002）の見解と一致する。

2. 1. 2気流の量と気圧の高さ

(1）子音部と母音部の生成時における気流の量

“breathy voice，，で、は，＂modalvoice”より子音生成時において呼気の量が多しゆえ“creakyvoice刊で、は，

"modal voice刊より子音生成時において呼気の量が少ない（Ladefoged2003, Johnson 2003）。一方，韓国語

の平音・激音・濃音では子音部の生成時に「激音＞平音＞濃音」の！｜｜買で呼気の量が多く（Choet al. 2002), 

激音は“breathyvoice”という性格を，濃音は“creakyvoice”という性格を持つことを表し， Choet al. (2002) 

と一致する。

子音に後続する母音部については，濃音は激音と平音より気流の量が多いとしづ報告があり（Kim

1965），濃音に後続する母音は平音と激音の場合より5齢、（韓2013）。 Kim(1965）は，濃音の母音部の気

流の量について，多くの気流を通して濃音の緊張した声帯をふるわせるためと説明している。このよう

に子音に後続する母音における気流の量に関しては，濃音ではChoet al. (2002）の見解と一致しない。
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(2）子音の閉鎖時における口腔内の圧力

“breathy voice”で、は， “modal voice＂より子音生成時における口腔内の圧力が低いが， “creaky voice”で

は， “modal voice”より子音生成時における口腔内の圧力が高い（Ladefoged2003）。一方，韓国語の平音

は，激音と濃音より口腔内での圧力が低い（Kim1965）。このように，平音は“breathyvoiぱ可こ近し、性格

を，激音と濃音は“creakyvoice”に近い性格を持つO 平音と濃音に関しては，Choet al. (2002）の見解と一致

するが，激音に関しては一致しない。

2. 1. 3 音響学的検討

(1）波形

“breathy voice，，の波形について， Johnson(2003）は，“breathyvoice，，の周期が正弦波に近い形状であること

に注目している。 Ladefoged(2003）でも同様の観察結果は述べられているものの，非周期的な波形も見ら

れるとし，“breathyvoice”の波形の形状に明確な傾向がないことを示しているo "creaky voiぱ’で、は，波形

の周期間の長さにばらつきが見られるが，＂ modalvoice”で、はそのようなばらつきはほぼないという

(Ladefoged 2003）。 Gordonand Ladefoged (2001）では，“creakyvoice刊の波形については，＂modalvoice”よ

り振幅が小さいとし、う。

韓国語の平音・激音・濃音の研究において，波形の周期性，その形状および波形の各周期の長さとい

う視点からの検討は，管見の及ぶ限り見当たらない。しかし，筆者の観察結果では濃音に後続する母音

に波形の周期間の長さにばらつきはほとんど見られなかった。また，李・大山（1999）によると，母音開

始時点での波形の振幅が平音に比べて激音と濃音が大きいと報告されており，濃音は“creakyvoice”とは

反対の傾向が見られる。

(2) FO 

"breathy voice”で、はFOは不安定な形で出現するが，＂ modalvoice”と“creakyvoice刊は安定的なFOが出現

するという（Ladefoged2003）。平音， i敢音，濃音については， FOの安定性に関する報告はなく，発表者

の観察（韓2013，韓（印刷中））からもそのような傾向はなかったO

FOの高さについては， Ladefoged(2003）は，“creakyvoice”は声帯が強く閉じられることで，声帯がよく

振動しFOが高いと述べているが， Johnson(2003）は，声帯の緊張から声帯の振動がしにくくなるためFO

は低いと述べており， uαeakyvoice”のFOについては一貫した見解が示なされていなし、。そのため， FO 

は韓国語の平音，激音，濃音に“αeakyvoice刊か否かという視点を提供することはできない。ただし、激

音と濃音のFOは高く，平音は低いという点では先行研究で一致している（Kagaya1974, Cho et al. 2002, 

韓2013等）。“breathyvoice刊のFOについて， Gordonand Ladefoged (2001）は低いと報告している。

FOの形状については，＂ modalvoice刊は平坦な形状を示し，＂ breathyvoice”と“creakyvoice刊は上昇か下

降のどちらかであるとしづ。一方，韓国語の平音，激音，濃音は子音種間での相対的な傾きの差はある

ものの，「上昇」ないしは「下降」と言えるほどの明確なFOの傾きは認められなかった（韓（印刷中））。

(3）母音開始におけるスベクトル傾斜

“modal voice”は声帯が最も効率的に振動するため，スペクトルのエネルギーは全体的に強い。“breathy

voice，，で、はスペクトルのエネルギーは弱く，スペクトログラム上から観察したF2が“modalvoice刊に比べ

て不明確で薄く，スベクトルの高周波数域においてエネルギーの不揃し、な分布を示していたと記述して
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いる (Ladefoged 2003）。また， Johnson(2003）は， breathyvoiceは，低周波数から高周波数に渡るスペク

トノレのパワーの減少が他より急激であるとした。 creakyvoiceについては，

中間程度のエネノレギーで、あるO

modal voiceとbreathyvoiceの

このようなスベクトルの傾斜を数量化するため， Ladefoged(1983）は，第l倍音（以下， HIと称する。）

とそれ以上の高倍音成分間で、のエネルギーとの比較を行なっている。そこでは，“breathyvoice”はHIの

エネノレギーが他の発声より3齢、が，“creakyvoice，，で、は反対に弱し、傾向であり，“modalvoiぱ’はその中間

程度であるという特徴に注目している。 Gordonand Ladefoged (2001）ではHlとFlとのエネルギーの差を

検討し， Ladefoged(1983）と同様の傾向が観察されたと報告している。 Gordenand Ladefoged (200 I）と

Johnson (2003）はちHlとその他の倍音とのパワーの相対的差は発声を決定づける確実な方法で、あると述べ

ている。

このように，＂ breathyvoice刊で、Hlがそれ以上の高倍音よりエネルギーが大きいとしづ現象について，

Ladefoged (2003）は，声帯の閉じる速度が遅いと，高周波数成分のエネルギーが減少するためで、あると説

明しており， Johnson(2003）は“breathyvoice”は波形が正弦波に近いため，スベクトルのエネルギーがHl

に集中するためであると説明しているo "creaky voice”は声帯の閉じる速度が速いため，高周波数成分の

エネルギーが強化され， Hlと第2倍音（以下， H2と称する。）はほぼ同等（Ladefoged2003）かH2の

方が強いエネルギーを持つ（Johnson2003）とし、う。“modalvoice”については， Ladefoged(2003）では

“breathy voice刊と同様の傾向（Hl>H2),Johnson (2003）では“cr，伺kyvoice，，と同様の傾向（Hl<H2）である

と述べているが，どちらも“modalvoice”の倍音成分間の振幅の差はそれほど大きくなく，“breathyvoice” 

と“αeakyvoice刊の中間で、ある点で一致するO Stevens (1977）でも，発声時における声門の閉じる速度とス

ペクトルのエネルギーの減衰の様子との関係性を図2のように提示し，声門を早く閉じて気流の流出を

早く遮断するほど， スベクトルのエネルギーが減衰しにくいとしづ現象を図形化している。

よ J1 
Iiiんしヘι
電ト＼ー卜＼

宿

よ
~ 

卜＼
(; 

働柚鍋唖fd醐 I醐鞄砥雌幽｛蹟蹄幅rrrow），糊叫幽 ofgl悦凶噛蹴
｛治献岨即時

明制ar抑融関紙
偽輔縁側糊蜘城酔糊叫羽織縦悌柵榊酬臨機が鵬骨f幅叩棉揃鵬
'll1xvp紬棚ぽ側側凶紬ぽ輔副臨削除隊剛柵臨書曲総略柵餓酬噛t'ap鶴岡
溢p鑑明田監説書』

図2声門の体積速度とスペクトルとの関係（Stevens1977: p. 273) 
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平音・激音・濃音については， Choet al. (2002）が， HlとH2の振幅の差は「平音＞激音＞濃音jの順

で大きく，平音とi敷音ではHlのエネルギーが優勢だが，濃音ではその逆であるという結果を得ている。

さらに， HlとF2のエネノレギーの差の測定も行い，その結果はHlがH2の振幅の差と同様の傾向を示し，

平音と激音を“breathyvoice，，として，濃音を“creakyvoice，，として分類している。 2.1.1.で述べたように，

声門の閉じる速度は平音が緩やかで激音と濃音は速い（Kagaya1974）。この点を考慮すれば，平音を

“breathy voice”として，濃音を“creakyvoice，，として分類を行ったChoet al. (2002）の提案は妥当だと考えら

れる。激音に関しては，“breathyvoice刊に近い音響学的結果は得られたものの，生理的には必ずしも

“breathy voice勺こ近い働きで、はなかったため，暖昧な点が残る。

2.2本研究の課題

2.1.で述べた先行研究から， Choet al. (2002）が分類したように，必ずしも平音，激音は“breathyvoice" 

に濃音は“creakyvoice”に類似することはできないことが示された。しかしながら，本研究では， 2.1.で取

り上げた検討項目のうち，先行研究で一致した見解が示され，重要であると指摘された「2.1.3.(3）母音

開始点でのスペクトル傾斜」に絞り，平音，激音，濃音にbreathyvoiceとcr，伺kyvoiceの概念を適応する

ことの妥当性を検討する。 Choet al. (2002）の実験では， Hト回と HトF2は歯茎破裂音と歯茎摩擦音5）にお

いて母音開始点では平音，激音，濃音問で、明確な差があったが，母音中間点ではその差が小さく，歯茎

摩擦音では有意差が認められなかった。韓（2013)6）の実験結果では，平音・激音・濃音の知覚半lj断は母

音開始部は決定的ではなく，後続母音の全体に渡ってみられる音響的特徴が大きく関与するとしづ結果

を示している。従って，この発声の違いが母音全体を通して見られる特徴かどうかに注目し検討する。

3実験の手順

3. 1被験者

被験者は韓国ソウノレ出身者で、30代後半の男性l名である。

3.2テスト語

破裂音，破擦音，摩擦音のそれぞ、れについて，平音・激音・濃音を語頭に埋め込んだ無意味の l音節

語（／ta!,/t11a/, It' al, /tsa/, /ts11a/, /ts’a/, /sa/, /s'a/）の計8個を検討対象とした。録音は，テスト語をランダム配

列にして各5回行った。録音は，無響室において44.lkHz,16bit，リニアPCM方式で、行ったO 収録した音

声データは， Praat(ver4.3）を用いて分析を行った。

3.3測定方法

HlとH2のエネルギ一は，子音に後続する母音の開始点から終了点まで、を lOms間｜涌で

母音の各測定箇所のFOを求め，それぞ、れの時点、のスペクトルを表示してHlとH2のエネルギーを測定

した。図 l～ 8に5回発話の平均値（dB）を示す。

5) 歯茎摩擦音／凶こ関してはー平音として扱われている場介（Choet al. 2002等）と激音として扱われている有場（Kagaya197 4 
等）があるが，本稿ではその区別をせず，非濃音と称する。

6）韓（2013）では語頭の平音・激音・濃音は，子音部と母音開始部を4周期まで削除しても，その弁別は可能で、あったO
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4.結果

グラフの横軸は測定時点（ms）を，縦軸はスベクトノレのエネノレギー（dB）を表すO 黒丸（・）はHIのエネ

ノレギーを， 白丸（0）はH2のエネノレギーを表すO

4. 1破裂音

母音開始点では，平音と激音ではHIがH2よりエネノレギーが優勢で、ある（Hl>H2）。濃音では反対に，

HI がH2よりエネノレギーが弱し、（HI<H2）。これは， Choet al. (2002）と一致する結果である。しかし，

この違いは母音開始点に止まっており，母音全長を通してみると，子音種に関わらず，いずれにおいて

もH2がHIより優勢になり，母音終了点に近づくにつれ，二つの倍音聞で、のエネノレギーの差が小さくな

る。
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図1破裂音の平音に後続する母音のH1とH2のエネルギー
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図2 破裂音の激音に後続する母音のH1とH2のエネルギー
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図3破裂音の濃音に後続する母音のH1とH2のエネルギー
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4. 2破擦音

破裂音と同様の傾向が見られた。
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図4 破擦音の平音に後続する母音のH1とH2のエネルギー
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図5 破擦音の激音に後続する母音のH1とH2のエネルギー
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図6 破擦音のj農音に後続する母音のH1とH2のエネルギー

4. 3摩擦音

非濃音（／sa/）は破裂音・破擦音の平音と激音と，濃音は破裂音・破擦音の濃音と同様の傾向が見られ

た。母音開始点では，非濃音はHlがH2よりエネルギーが優勢で、ある（Hl>H2）。濃音では反対に， H2

がHlよりエネルギーが5齢、（Hl<H2）。これは， Choet al. (2002）と一致する結果である。母音開始付近

以外の箇所では，子音聞での違いはない。
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図7 摩擦音の非濃音に後続する母音のHlとH2のエネルギー
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図8 摩擦音の濃音に後続する母音のHlとH2のエネルギー

5.まとめと考察

本研究では，“breathyvoice’：“creaky voice”の概念と，それらを具体化するとされる音響的特徴としての

スベクトノレの傾斜に焦点を当て，「発声」という視点を平音・激音・濃音に導入することにどのような意

義があるかについて検討を行なった。

最初に，先行研究で、意味する発声の種類について検討し，語頭の平音・激音・濃音と“breathyvoice’： 

“creaky voice”の持つ音響的特徴との対比を行なったO そこでは，＂breathyvoiceヘ＂creakyvoice”の持つ特徴

が平音・激音・濃音の持つ特徴と一致しない部分があったO Cho et al. (2002）は，発声という視点を取り

入れ，語頭の平音と激音を“breathyvoice”に濃音を“creakyvoice”に分類しているが，“breathyvoice刊号

、問akyvoice”では平音・激音・濃音が説明できないという点に関しては言及されないまま，専ら子音生
成直後に続く母音開始付近での喉頭部の動きとその時点、でのスベクトルの傾斜のみに注目しており，検

討が不十分のように思われる。平音・激音・濃音の調音の仕方の違いによるそれぞれの母音部の音質の

違い（thevoice quality of the following vowel)に注目したChoet al. (2002）の視点は，平音・激音・濃音の

研究に大きな貢献をもたらしたが，検討項目のほとんどが「母音開始点に認められる音響的特徴」に止

まったという点で不十分さがある。韓（2013）による知覚実験では，語頭の平音・激音・濃音の知覚判断

では，子音部と母音開始部の4周期までを削除しでもその判断は可能であり，母音開始部の影響は決定

的ではないことを示した。つまり，本稿の実験で示したように， Hl・H2のエネルギーの差はあくまで母

音開始付近でしか認められない音響的特徴である。さらに，今回の実験では語頭としづ音環境について
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のみ検討をしているが，一方で語中の母音聞において平音は有声音化し，語頭とはその音響的特徴が異

なっていた（韓 2013，韓（印刷中）等）。この点を考慮すれば，平音を“breathyvoice”に分類すること自

体必ずしも妥当ではないと考えられる。

1.で述べたように， Ladefoged(1971, 2003）は“murmur”と“breathyvoice，，を同ーのものとして扱ってお

り，＂laryngealization”と“creakyvoice，，を同ーのものとして扱っていた。このように， "breathy voice，，と

“creaky voice”はその概念に未だ、暖昧さがあり， 2.では，先行研究の問で“creakyvoice，，と“breathyvoice" 

の音声学的特徴に見解の不一致があった。このように不明確さを持つ用語を用いてさらに別の音を説明

することは，その音の実態を暖昧にしてしまうおそれがある。スベクトノレの傾斜を測定することは，そ

の音の性質を理解する上で検討する価値はあると思われるが，その結果を“br・eathyvoiceヘ＂creakyvoice刊

として形容し結論付けることは，正しい検討の仕方ではないと考えられる。従って，本発表の結論とし

て、平音・激音・濃音の検討に“breathyvoiceヘ＂creakyvoice”としづ概念を導入する意義はないと考える。
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